
やまなし男女共同参画ニュース 第50号平成18年3月発行

“就職・再就職・NPO活動・起業…

　　　社会にチャレンジする

　　　　あなたへのメッセージ!”

　　をテーマに

　　チャレンジシンポジウムを

　　開催しました。（3ページ参照）

3館合同事業

学習支援者養成講座

～大人の学びを楽しむために～

を全5回開催しました

　　　　　　　　　　　（3ページ参照）
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チャレンジしたいのだけれど…現　状

●何をしたらよいかわからない　　　　　　　　●自分にあうものがわかりにくい
●どこからスタートすればよいかわからない　　●たくさん窓口があってどこに行けばいいかわからない

働く、起業、スキルアップ、キャリア開発

ＮＰＯ、地域活動
国際貢献育児、介護等

商工会連合会、商工会議所連合会、
中小企業団体中央会、経営者協会、

連合山梨、ＪＡ中央会、
キャリアコンサルティング協会、
労働局職業安定課、雇用均等室、

21世紀職業財団、雇用能力開発機構、
女性団体協議会、女性異業種の会、

ほたるみ館、県関係各課（商工総務課、
労政雇用課、職業能力開発課、農業技術課）

社会福祉協議会
21世紀職業財団
子育て関係機関
介護関係機関
県関係各課

（長寿社会課、児童家庭課）

ボランティア協会
ボランティア・ＮＰＯセンター

女性団体協議会
社会福祉協議会
大　　学

情報の一元的提供
相談への対応　等

起業
したい！

働きたい！

労働条件など
で相談したい！

再チャレンジ
したい！

社会貢献
したい！

まちづくりに
参加したい！

国際貢献
したい！

育児・介護で
困ったとき！

実力を
つけたい！

情報の一元的提供 相談への対応

やまなし女性の応援サイト

http://www.pref.yamanashi.jp/challenge/

就職・再就職したい、キャリアアップしたい、
起業したいなどの女性が、効率的に必要な情報を
得られるよう、支援機関の連携を進め、総合的な
情報の提供を行います

各機関に寄せられた相談で
　　　　　　　　個々には対応できないもの
(ノウハウ、資金、人材、子育て、介護支援　など)

必要に応じて、支援機関が連携して、支援策
の検討や相談窓口の紹介などを行います

やまなし女性のチャレンジ支援ネットワーク会議では、　　　
　　　　　　関係機関が連携して、チャレンジしたい女性を支援していきます。

やまなし女性のチャレンジ支援ネットワーク会議は、関係機関が連携して、チャレンジしたい女性を支援します。
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“就職・再就職・NPO活動・起業…
社会にチャレンジするあなたへのメッセージ！”
をテーマに開催しました。
・日時　11/11日(金)13：30～15：30 
・場所　ぴゅあ総合大研修室 
シンポジウムでは、出演者が、自らのチャレンジの事例
と、後に続く女性への励ましを語りました。
　出演：小池とし子さん
　　　　（企業組合ワーカーズコレクティブ「パクぱく」）
　　　　深澤夕紀さん（甲府地区消防本部南消防署） 
　　　　芦澤公子さん
　　　　（特定非営利活動法人「みどりの学校」） 
コーディネータ：輿石美和子さん 
　　　　（セイコーエプソン㈱人事・総務本部人事部長）

地域における女性リーダーを養成するため、実施しまし
た。6月から2月までの9ケ月間に渡り、30名の塾生が
自主的に研究活動を行い、成果をまとめました。
地域で話し合うきっかけづくりに活用ください。
・塾　長　広岡守穂（中央大学教授）
・テーマ　子育て支援はだれのため？
　　　　　企業と子育て支援団体との連携in山梨
　　　　　40代50代の妻たち100人に聞きました
　　　　　ささえ合うコミュニティづくり
　　　　　女性の起業　コミュニティビジネス
※詳しくは、男女共同参画課へお問い合わせください。

詳しくは、男女共同参画課又は男女共同参画推進セン

ターまでお問い合わせください。

やまなし女性の応援サイトでもご覧いただけます。

第1回　7 / 9 （土）　参加型学習の進め方
第2回　7 /10（日）　ワークショップの技法
第3回　7 /17（日）　参加型学習プログラムの企画と運営
第4回　8 /27（土）　一日県外研修（国立女性教育会館）
第5回  12/ 4 （日）　発表会

　会の運営、グループづくり、すべて
の企画運営に活用できます。早速実用
します。（50代女性）
　参加型学習が、こんなに充実した学習
内容とは思わず、生き生き学習できたこ
とをうれしく思います。（60代女性）

講師：廣瀬隆人さん（宇都宮大学教授）
地域などで男女共同参画の推
進に役立ててもらうために、
参加型学習プログラムを作成
する具体的な手法を学びまし
た。
この学習はすぐに地域や団体
での活動に生かされました。

『参加型学習を取り入れたハーモニープラン
　　　　　　　　　　　　推進会議の運営』
『ふるさと忍野案内人を始める前に
　　　　　　　　　　　　お互いを知りましょう
～コミュニケーションのとり方ときっかけづくり～』
『ガールスカウト　食育研修での取り組み』
『教育センターにおける男女共同参画
　　　　　　　　　　　　推進事業のあり方研修会』

廣瀬先生の明るく、
テンポのよいトー
クに引き込まれ、楽
しく学びました。

国立女性教育会館で

開催された先進的な

ワークショップに参加

し、たくさんのことを

学びました。

発　表　会
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第1回　10／15　「配偶者への暴力を考える」
 ～ＤＶの実態を認識し、現在の支援状況を学ぶ～
 講師：伏見正江さん（山梨県立看護大学短期大学部教授）
  時田理香さん（あざーぼいす《弱者の声》代表）
  神宮司省紀さん（南甲府警察署生活安全相談係長）

第2回　10／30　「私のお産トーク」
 ～とりもどそう身体感覚！～
 講師：森越美香さん（山梨県立看護大学短期大学部講師）

 　　　有井澄江さん（有井助産院助産師）

第3回　11／6　「女性専門外来における性差医療の実際」
 講師：縄田昌子さん、塚本路子さん、瀬戸恵理さん
 　　　　　　　　　（山梨県立中央病院女性専門外来医師）
 　　　中嶋るみさん（山梨県立中央病院女性専門外来主任看護師）

～基本法から見た法律ジェンダーと生活ジェンダー～

男性学セミナー◆父親を考えるフォーラム◆

○甲府市保育所保護者連合会との共催事業

4／22　講師：山内幸雄さん（山梨学院大学教授） 11／20　講師：栗田真司さん（山梨大学助教授）

　山内先生の長い間のジェ
ンダー問題への造詣の深さ
に感動しました。自ら意識
せずに使っている言葉や行
動の中で、男女の区別を行
っているものがあると思い
ます。今後は気をつけます。
今日のお話で、私たちの生
活はすべて法律で守られて
いることを心強く思いまし
た。（60代女性）

　夫婦で話を聞いていたの
ですが、家事・育児等改め
て考える部分があり、たく
さん話をしました。家に帰
ってもまだ続きそうです。
今日は子どもも預かっても
らい大変ありがたかったで
す。子どもを抱きしめると
いう当たり前の言葉が心に
響きました。（30代女性）

～３回シリーズ～

～見つめあい　認め合い、そして　自分らしく～
○北杜市女性団体連絡協議会との共催事業　　

　女性の健康を取り巻く問題について、専門家から学びま
した。どのセミナーも参加者からの質問や意見がたくさん
出ました。

　男性も女性もお互いを尊重し、誰もが豊かに生き生きと
生活するにはどうしたらよいかを学びました。講師の様々
な体験談から“ともに生きる”ことの意味の理解を深める
ことができました。

12／10　講師：中村　彰さん（ジャーナリスト）

ひと ひと

　戦後60年の節目となる2005年、戦争
の悲惨さを改めて胸に刻むとともに、戦後
の職業人としての女性が、社会的に認めら
れていく大変さを学ぶ機会となりました。
男女が平等に力を発揮し合える社会の実現
になお一層努力していきたいと思います。

総合

男性学セミナー



　大変わかりやすく丁寧な指
導でした。今、自治会の会計担
当をしていて今後役立つと思
います。（60代　男性）
　個人授業のような感じでパ
ソコン講座を受けることがで
きました。パソコンは奥が深
く、もっともっと勉強したい
と思います。ありがとうござ
いました。（50代 女性）

～子どもに戻って感じてみよう～

　性差別疑似体験ワークショップが大
変勉強になりました。知らず知らずの
うちに男性と女性とに分けてしまう考
え方に気づかされました。　　　　　
（50代　女性）

　東條会長様より、何年後かの自分のあり方を描く
ようにアドバイスされました。自分の夢や、好きな
事、出来る事など図に書いてみると見えてくるので
はないかとのことです。いらないものは捨て、心に
ゆとりを持つようにすることは大切だ。また、起業
予定は何回も計画を見直し、充分すぎるほどの期間
を持って取り組むようにとのアドバイスでした。他
の意見、計画を聞く事ができて大変有意義でした。
　　　　　　　　　　　　　　　（50代　女性）

　今日の講演、とてもおもしろく聴講できました。平等の
（24条の）秘話、建前と本音の中で温存された男性支配
と女性たちの戦いの歴史、社会の身近な問題に目を向けて
行くことの大切さなど色々考えさせられました。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　（60代　女性）

　日頃、メディアリテラシーという言葉を意識していま
すが、日々雑多なニュースが飛び込んでくる時、「何がな
ぜ起こりどこに向かっているのか。」についてはなかなか
核心を理解できない。今日のような機会には逃さず参加
したいし、できるだけ多くの人にも伝えていきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　（50代　女性）

～憲法24条から“北京＋10”まで～

男女共同参画推進月間記念映画会

　第1回　2／18

　「体験談から学ぼう」
　基調講演：東條初恵さん
　体験発表：鈴木睦子さん、齋藤愛子さん、長沢よし子さん
　コーディネーター：三森かおりさん（第1回～第3回）

　第2回　2／25

　「基礎知識を学ぼう」
　講師：田中佑幸さん
　　　　加藤里美さん

　第3回　3／4

　「ビジネスプランを
　　　　　作成してみよう」
　講師：田中佑幸さん、加藤里美さん
　　　　東條初恵さん、林　匠子さん

　第1回　5／17・18

　インターネット・電子メールをはじめよう

　第2回　6／23・24

　パソコンを使って発表しよう
　～プレゼンテーションの基礎知識を学ぶ～　

　第3回　11／17・18

　表計算ソフトの基本操作を学ぶ

講師：竹信三恵子さん
　　　（朝日新聞社生活部記者）

講師：米田佐代子さん
　　　（元山梨県立女子短期大学教授）

講師：内海崎貴子さん
　　　（川村学園女子大学助教授）

やまなし女性異業種の会との共催事業

　自分の信念に向かって曲げずに生きてきたらいてうさ
んの一生に感激し、また驚きました。このような人がい
たおかげで女性の地位も向上したのだと思います。本当
に精力的な人です。自分の人生を見直すきっかけになっ
たと思います。　　　　　　　　　　（50代　女性）

講師：㈱ピ－コ　パソコンスタッフ

6／26  ぴゅあ三館合同事業

男女共同参画アドバイザー養成講座実行委員会との共催事業

第1回　5／29

第3回　6／12

第2回　6／4

5
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12/4

企画：山梨大学医学部児童虐待・少年犯罪防止研究会
講師：宮本まき子さん（家族カウンセラー・エッセイスト）

　宮本先生のお話を聞いて、私自身も
これから母親になる時の参考になりま
した。さらに、私自身の意見ですが、
「家族」というものを考える時にそれ
ぞれに役割が出てしまい個人としての
性格の形成などにも影響が出てしまう
のではないかと思いました。それぞれ
に父や母と考えるのではなく対等に尊
重し合うことが大切だと思いました。
　　　　　　　　（20代　女性）

　企画：ＮＰＯ法人テクてく・ｔａｋｅ

　第1回　7/2

　父と子の料理教室「おにぎり弁当にチャレンジ！」
　講師：企業組合ワーカーズコレクティブ「パクぱく」

　第2回　10/29

　男の料理教室「楽しく
　チャレンジ！お魚料理」
　講師：菊島光一郎さん

　第3回　12/11

　父と子の料理教室
　「クリスマスパーティー
　　　　　　料理に挑戦！」
　講師：企業組合ワーカーズコレクティブ「パクぱく」

小中学校の児童・生徒、PTA会員、行政職員、地域団体等を対象に37講座実施し、約3,300人の方々に受講していただきました。

100人の村から考えるいのち

幼児期の親の関わり方
～その子らしさを生かした子育て～

いのちの学習

6/11　於：桃源文化会館
　　　　山梨県母と女性教職員の会

9/1　於：友愛保育園新遊戯室
　　　友愛保育園保護者会

11/30　於：笛吹市立一宮南小学校
　　　　  笛吹市立一宮南小学校

協働参画社会の実現に向けて
～支え合い、補い合う家庭や地域～

親と子どもの関わり方
～自分らしさを大切に～

ＣＡＰ大人の学習会
～子どもが自分で自分を守るには～

6/15　於：昭和町役場会議室
共に生き活き輝け昭和推進委員会

11/14　於：笛吹市立石和南小学校
　　　　  笛吹市立石和南小学校　

1/26　於：甲府市立湯田小学校
　　　　甲府市立湯田小学校ＰＴＡ
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5つのグループに男女共同参画社会を
わかりやすく伝えてもらいました。

　表面上、目に見える男女共同参画のことが語られる中で、大沢先生の専門分野の一つである社会保障の話、日ごろのニュ
ース等で耳にすることではなかなかわからないことが聞け、このことが常日頃我々が言う男女共同参画の元になってい
るということを感じました。ますます男女共同参画の必要性や学ばなくてはならないことがたくさんあることを痛感し
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （50代　男性）

東 京 大 学 社 会 科 学 研 究 所 教 授
前内閣府男女共同参画会議影響調査専門調査会会長

大　沢　真　理  さん

　少子高齢化・労働問題など現代の日本の状況をふまえながら、男女
共同参画の視点で日本の将来について、講演していただきました。女
性と若者の雇用の問題、年金制度、次世代育成支援、社会保障など、今
までの「男性稼ぎ主」型から転換していかなければならないことを提案
されました。

基調提案をもとに3つのグループに分かれて
活発な話し合いがおこなわれました。

絵本・紙芝居・手作りおも
ちゃ・すごろく・おもちゃ
ライブラリーなど親子で楽
しくふれあいました。

ぴゅあ総合　フェスタ2005 10/1・2

記念講演会

パフォーマンスワークショップ

親子ふれあいひろば

～地域課題の解決は、協働のネットワークで～
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峡南

男性学講座 　9/10（土） 10/15（土） 11/5（土）

子育て応援講座　6/12（日） 7/2（日）  8/21（日）

いきいき料理教室 6月男女共同参画推進月間

講師　數野浩司さん（身延高校教諭）

　１回目から3回目まで身延高校家庭科教諭數野さんに講師をお願

いし、普段の生活に生かせる献立で調理実習をし、試食をしながら

講師の話を聞きました。數野さんの生き方や高校生による自分で朝

食を作って食べてくるという実践に、大きくうなずかされました。

　昨年に続きフェスティバルへ男性学講座参加者の会「めんず」の

おいしい麺料理の店が出て、數野さんも激励に駆けつけてくれまし

た。

　小さい子どもでも安全に、工作感覚ですぐ作れるパン

作りは大人気。そんなに食べるの？というくらいぺろり

と平らげました。 

　リズム体操やつみき広場では、子どもとのふれあいを

楽しみ、子どもの心を開く方法を学んだばかりでなく、

大人も夢中になって体を動かしたり遊んだりできました。

大人が楽しいからこそ子どもも楽しめるのでしょう。

講師　宮崎光恵さん（管理栄養士）
ミニコンサート（南部中吹奏楽部）

「子どもと楽しむ簡単パン作り」＆お話会　お話会講師（南部図書館ボランティア
「ふれあいさわやかリズム体操」　講師　杉原政子さん（日本3Ｂ体操公認指導士）
「心引きだすつみきで遊ぼう」　　講師　荻野雅之さん（デザイン家具作家）

　6月に集中してさまざまな講座を開き、それと併せて展示や、コン

サート・お話会を開催しました。

パートナーシップセミナー

お話会（南部図書館ボランティア）
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男女共同参画まちづくり講座　7/7（木）

3/4（土） 1/28（土） 2/4（土） 

リーダー養成講座　5/21（土） 6/4（土）  6/25（土）  7/30（土）

パソコン講座 国際女性デー記念講演

講師　日高昭夫さん（山梨学院大学教授）  

　日高昭夫さんが、わかっているようでわからない謎の住民団体「自

治会・区」の特性やゆくえを分析し、福島県飯舘村を例に挙げて、

男女共同参画こそ地域を救う鍵であることを説いてくれました。 

　企業の抱える問題・地域の抱える問題の解決策を探ったときその

答えが男女共同参画にあるというのは、非常に心強いことです。企

業も地域も変わるときが来ているのです。

　インターネットの達人・グリコのおまけの研究家でもある栗田真司さんを講師に、4回連続で学習しました。こ
れからはメディアを批判的に分析し、評価し、アクセスし多様な形態でコミュニケーションを創り出す力を持たな
いと情報にのまれてしまいます。ジェンダーの意識形成にも大きな影響を与えているメディアを正しく読み取るこ
とは、主体的に生きるためにとても大切なことであることを学びました。 
　また、学んだことを多くの人に知ってもらいたいとフェスティバルで発表しました。

　食品表示の偽装問題や食品添加物表示・ＪＡＳ法の品

質表示などに詳しく、テレビや雑誌でもおなじみの垣田

達哉さんに、安心して食生活を送るための食品表示の正

しい見方を学びました。「私たちが選ぶ力をつけること

が良い商品を残すことにつながる。」という言葉が心に

残りました。

講師　栗田真司さん（山梨大学助教授）

講師　㈱ピーコ  スタッフ 講師　垣田達哉さん（消費者問題研究所代表）

地域づくりセミナー

エンパワーメントセミナー
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市民企画講座

出前講座

　それぞれをサークルのみなさんが企画・運営して、5講座が実施されました。どれも大変好評で、参加者から来

年もぜひ実施してほしいとの声が出ました。 

　コンサートには夫婦で参加された方が多くみられ、曲の合間に語られた男と女のいい関係をそのまま体現してい

る感じでした。

　町村に出向いて、推進委員・町村職員・ＰＴＡ・教職員・女性団体などを対象に16講座開講し、男女共同参画

の裾野を広げました。

 6 /25（土）

 8 /16（火）

12/23（金）

 2 /22（水）

 3 /18（土）

「さわやか３Ｂ体操」   
「くすのきドールにトールペイント」
「寄り道コンサート“音楽の花束”」 
「圧力なべでスピード料理」   
「料理で知ろうおとなりの国」   

講師　杉原政子さん（日本3Ｂ体操公認指導士）   
講師　江戸千春さん（トールペイント作家）   
講師　フィオーリ・ムジカーリ（音楽サークル）   
講師　深澤勢子さん（料理研究家）   
講師　金有美さん（国際交流協会ネットワークメンバー）

6/10（金）
「色の力を子育てに活かす」 
講師　武川かおりさん
　　　（カラーセラピスト）　

6/28（火）
「まちづくりに活かす男女
  共同参画」 
講師　内藤文子さん
　　　（笛吹市役所会計課主幹）

9/13（火）
「気功でリフレッシュ」 
講師　相澤功さん
　　　（気功家）

10/30（日）
「ＣＡＰ大人の学習会」 
講師　ＣＡＰやまなし

2/15（水）
「夫・パートナーからの暴力
　について考える」 
講師　伏見正江さん
　　　（県立看護大学短期大学部教授）

6/16（木）
「ジェンダーに敏感な視点をどう
  育てるか」 
講師　浅川早苗さん
　　　（東桂小学校教諭）
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ぴゅあ峡南10周年記念フェスティバル

　10周年を記念して、これまでの歩みや講座で学んだこと、男

女共同参画の実践体験文などを載せた記念誌を発行しました。

学習ひろばで編集委員の思いを発表したので、興味深く読んで

いただけました。年度ごとの写真にも懐かしさを感じるととも

に思いを新たにされたようです。

10周年記念誌

体験ひろば

記念講演会

お祭りひろば

学習ひろば コンサート

フェスティバルアピール

パソコンサークルによる年賀状作り 幸福を実感できる社会を目指して

南部地区更生保護女性会のみなさんによる
活動の発表

志村かおりさん・野澤百合さんによる
「日本のうた・世界のうた」コンサート

講師　渥美雅子さん（弁護士・女性と仕事の未来館館長）

参加者の声 
○　渥美さんの前向きな考え方にパワーをいただきました。
　　生き方に感動し、同性として 誇らしく思いました。 
○　人間的なすばらしさを感じ、おもしろく聞かせてもらい
　　ました。 
○　自分や地域を見直し考えていこうという意欲がわきまし
　　た。

11/26・27

展示作品に見入る参加者
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パートナーシップセミナー

第1回　「憲法24条」誕生物語―戦後女性の暮らし、変わったものと変わらなかったもの
第2回 　21世紀の女性がつくる「あたらしい世界」―女が「わたしを生きる」ことの意味

講師　米田佐代子さん　（6/18・6/19）

　　　（元山梨県立女子短期大学教授）

　戦後60年の節目に、戦後の女性の暮らしを見つめて、憲法24条が
できてもなお「変わらなかったもの」を見直す中で、時代は今どこへ
向かおうとしているのか、これからのわたしたちはどんな暮らし方を
求めてゆくべきかをお話しいただきました。

ビデオ上映「私は男女平等を日本国憲法に書いた」(6/5)
展示「女性の社会参画と市川房枝」(6/10～6/21)
・市川房枝ら、パイオニアによる参政権獲得運動の歴史
　と参政権実現後に求められた男女平等をめざす運動、
　そして現在の女性の政治参画運動をたどる展示。

男女共同参画推進月間関連事業

○憲法24条、家制度に関するお話とてもためになりました。女性の「何か変だ。」という気づきを持って、今後も地域社
　会の中で男女平等に向けて、声を上げていきたいと思います。
○戦後を改めて意識しました。日本国憲法によって日本の歴史上初めて「法的に」平等が規定されました。画期的な24条
　によって世の中がどのように変化したかを学ばせて頂きました。
○今を生きられることの原点は、歴史の中で自分らしく生きようとした、母や女性達の積み重ねの上にあることを受け止め、
　自分の生き方を考え行動しなければと思いました。

夏休み親子料理教室
講師　澤田洋一さん・佐藤澄江さん

ひびきの会による「原爆の詩」等
朗読会

展示　広島原爆パネル

富士 

男女共同参画推進月間の取り組みから

戦後60年の節目に

参加者の声
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地域づくりセミナー　

エンパワーメントセミナー　

第1回　男女共同参画の基本的な考え方（9/13）
第2回　男女共同参画と子育て　　　　（10/15）
第3回　男女共同参画と地域まちづくり（11/12）

講師　栗田真司さん（山梨大学助教授）

講師　㈱ピーコ  スタッフ

　　　　

○サザエさんはよく家庭で見ています。ほのぼのとして良い家族だなと思っ
　ていましたが、掘り下げて考えてみればジェンダー的番組だったんだと改
　めて感じました。
○具体的な数字を例示しながら、とても分かり易く、特に「できることを各
　家庭から」が心に残りました。
○今後の地域まちづくりに大いに参考になりました。カナダでは地域住民が
　行政・運営に計画段階より深く関わり、素晴らしいと思いました。

市民企画子育て支援講座（7回実施）

「いのちの学習」プログラム
講師　榊原まゆみさん・佐藤和子さん・
　　　小澤君枝さん
　　　（日本助産師会山梨支部）

金子文子の生涯と思想
講師　佐藤信子さん
　　　（元山梨文芸協会会長）
　　　

～家庭や仕事に生かすカウンセリングマインド～　(2/5)

講師  鈴木克則さん
　　  （ヘルスカウンセリングセンターインターナショナル専任講師 ）

（5/14・15＆9/10・11）

　家庭・地域等で活用できるカウンセリングマインドを生かしたコミュニケーショ
ンのコツをワークショップ形式で学びました。

市民企画を14講座開催しました。

富士北麓・東部地域男女共同参画推進リーダーネットワーク共催

参加者の声

市民企画講座　
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親子でできる3B体操
講師　杉原政子さん
　　　（日本3B体操協会公認指導者）

いきいきライフみんなの健康講座
～1日3分間の真向法体操でいきいき!～
講師　佐藤良彦さん
　　　（社団法人真向法協会副会長）
　　　

子どもを「守る」ということと
子どもの権利条約
講師　荒牧重人さん
　　　（山梨学院大学法科大学院教授）
　　　

人権について考えよう
講師　粕谷貴志さん
　　　（都留文科大学講師）
　　　

個性を育む絵本の指導
講師　牛山恵さん
　　　（都留文科大学教授）
　　　

二つの世界と男女の幸せ
講師　長谷川幸介さん
　　　（茨城大学助教授）
　　　

市町村の推進委員会、地域団体、小中学校の児童生徒・教職員、ＰＴＡ等を対象に24講座実施しました。

発達からみた子どもの問題行動の理解

　　　　　　　　　　　　　 講師　粕谷貴志さん（都留文科大学講師）

親のこころ 子どものこころ 講師　川辺修作さん（カウンセラー）

親子でわっはっは!　　　　 講師　石野裕子さん（保育士・セラピスト）

CAP大人の学習会 講師　CAPやまなし

子どもの声に耳を傾ける　　 講師　田中孝彦さん（都留文科大学教授）

親子でできる3B体操　 講師　杉原政子さん（日本３B体操協会公認指導者）

一人ひとりの私を大切にする子育てー男女共同参画時代に向けて

　　　　　　　　　　　　　 講師　池田政子さん（山梨県立大学教授）

「いのちの学習」プログラム　　

 講師　榊原まゆみさん・米島一恵さん（日本助産師会山梨支部）

女性の目から見た県勢　 講師　飯塚秀子（男女共同参画推進センター館長）

女と男いきいきプラン山中湖を推進するために ～足元からの男女共同参画～

　　　　　　　　　 講師　飯塚秀子（男女共同参画推進センター館長）

学校教育でジェンダーに敏感な視点をどう育てるか

 講師　浅川早苗さん（東桂小教諭）

「今あらためて男女共同参画社会を考える」～学びは行動への最初の一歩～

　　　　　　　　　 講師　飯塚秀子（男女共同参画推進センター館長）

サザエさん一家の将来像 講師　栗田真司さん（山梨大学助教授）

現代社会を学ぶー男女共同参画社会のあり方

　　　　　　　　　 講師　飯塚秀子（男女共同参画推進センター館長）

絵本にみる男女共同参画 講師　牛山恵さん（都留文科大学教授）

自らの能力を生かす“樋口一葉の生き方に学ぶ”　

　　　　　　　　　 講師　吉原五鈴子さん（元富士女性センター館長）

転倒予防セミナー「安心ころばん塾」　

 講師　星野祐子さん（健康運動指導士）　　　　　

 　　　生稲治子さん（栄養士）

 　　　ビューティフルライフ研究会

少子高齢社会における地域まちづくり　

 講師　栗田真司さん（山梨大学助教授）

出前講座　
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ぴゅあ富士フェスティバル2005
　今年度は、佐藤善子実行委員長のもと、「輝いて　時代を駆ける　女と男」をテーマに10月22日・23
日の2日間にわたり『ぴゅあ富士フェスティバル2005』を、盛大に開催しました。

講師　玄田有史さん（東京大学社会科学研究所助教授）　
　「ニートーフリーターでもなく失業者でもなく」等の著
書を多数書かかれている講師から、若者の現状を交えて、
男女共同参画社会の展望について、お話し頂きました。
　女性であることで不自由さを感じる環境を変えていくこ
とが、意欲と能力のあるすべての個人を生かすことになる
ことを学びました。

　管内市町村での男女共同参画社会にむけての活動（寸
劇・映像・ペープサート・人形劇）を発表し合い、テ
ーマを深めました。各市町村推進委員・行政職員・推
進リーダーの参加を得ました。

　センターを利用して活動してい
る10の団体が、日頃の成果を発表
しました。

　抹茶席・試食会・工作・手織
り体験等、子どもや学生も参加。
楽しいひとときを過ごしました。

活動発表 ワークショップ 展
示

バ
ザ
ー

10／22・23

助言者　村越洋子さん
（大月短期大学学長）

記念講演会 10/22

ぴゅあ富士フォーラム 10/23 



男女共同参画推進センター施設使用料一覧
　平成18年4月1日から、施設の使用料金が次のようになります。    

　詳しくは各センター（ぴゅあ総合、ぴゅあ峡南、ぴゅあ富士）にお問い合わせください。    

●利用の申し込　所定の申請書に利用料金を添えて、利用日の3か月前から3日前までに申し込んでください。   

●※の小研修室（一）（二）は、2階に新設します。

（単位：円）

　 　 相 談 日　火曜日～日曜日（月曜日、祝日の翌日、年末年始は休み）

　　　電話相談　9：00～17：00（相談専用電話055-237-7830）

　　　面接相談　9：00～17：00（受付は16：00まで）

　　　平成18年4月1日から配偶者暴力相談支援センターとしての業務も行います。

女性総合相談を行っています

　　　index.ht山梨県男女共同参画課ml/
■編集・発行

〒400-8501 甲府市丸の内1-6-1　Tel055-223-1358
E-mail:danjo@pref.yamanashi.lg.jp
http://www.pref.yamanashi.jp/barrier/html/danjo/index.html/

ぴゅあ総合
〒400-0862  甲府市朝気1-2-2
Tel 055-235-4171
Fax 055-235-1077 

ぴゅあ峡南 

〒409-2305  南巨摩郡南部町内船9353-2　
Tel 0556-64-4777
Fax 0556-64-4700

ぴゅあ富士 

〒402-0052  都留市中央3-9-3　
Tel 0554-45-1666
Fax 0554-45-1663

山梨県立男女共同参画推進センター

山梨県男女共同参画課
やまなし女性の応援サイト
http://www.pref.yamanashi.jp/challenge/

ぴゅあ総合では女性総合相談窓口を開設し、専任の相談員が、
女性が抱える様々な相談に応じています。

全日夜午後午前
施設区分施設名

午前９時～午後９時午後６時～９時午後１時～５時午前９時～正午

10,9003,2704,3603,270大研修室

ぴゅあ総合

7,3002,1902,9202,190中研修室

4,2001,2601,6801,260小研修室（一）　　　　※

1,800540720540小研修室（二）　　　　※

3,4001,0201,3601,020会議室

1,810510790510工芸・美術室

4,9701,5801,8101,580調理実習室

3,8401,1301,5801,130視聴覚・音楽室

2,6607901,080790茶華道室（一）

2,6607901,080790茶華道室（二）

9,8002,9403,9202,940レクリエーション室

4,2001,2601,6801,260研修室（一）

ぴゅあ峡南

4,2001,2601,6801,260研修室（二）

1,730490750490工芸・美術室

4,1001,3101,4801,310調理実習室

2,180640900640視聴覚・音楽室

1,890560770560茶華道室（一）

1,890560770560茶華道室（二）

8,8002,6403,5202,640大研修室

ぴゅあ富士

2,6007801,040780小研修室

2,6607901,080790工芸・美術室

4,6601,4801,7001,480調理実習室

2,9509101,130910視聴覚・音楽室

3,5201,0801,3601,080茶華道室

7,0002,1002,8002,100レクリエーション室


